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例会場･事務局 日本料理うおせん 桐生市広沢町１－２６８９
例 会 日 時 毎週金曜日 １２:３０～１３:３０

Ｅメール kiryu—nishi@rid2840.jp
ＵＲＬ http://www.rid2840.jp/kiryu-nishi

ＴＥＬ ０２７７－４７－７０６１
ＦＡＸ ０２７７－４７－７０６２

会長 山同輝和

幹事 早川勇一

公共イメージ委員長  小林 聡  会報・ロータリーの友担当 新島健介

公共イメージ委員 花房孝道、今泉攻一、栗原秀一(広報・CICO担当)

2024-2025年度 ＲＩテーマ
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第２５０１例会（2025.4.25）報告
◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆

合同夜間例会
１．点 鐘

２．ロータリーソング（ 我等の生業 ）

３．来訪者紹介

４．会長報告

５．幹事報告

６．食 事

７．委員会報告

８．外部卓話

９．点 鐘

◆ビジター紹介

桐生市長    荒木 恵司 様
桐生市役所秘書室 秘書室長 河合 恵子 様

◆幹事報告    早川勇一幹事

◇例会変更のお知らせ
桐生ＲＣ 4/28（休）
桐生南ＲＣ 4/30（休）
桐生赤城ＲＣ 4/29（休）、5/6（休･祝）、

5/13 例会場変更（旬彩きむら）、
5/20 → 5/17 上田六文銭RC交流会

他４ＲＣより

◆会長報告    山同輝和会長

1. 4月26日㈯ 群馬大学桐生キャンパス工学部館に於
いて、桐生4RC合同群馬大学理工学部留学生交流会
が開催されます。

2. 5月8日㈭ 2025-2026年度 桐生４ＲＣ会長幹事会が
開催されます。青山直前会長、山形会長エレクト、
河内副幹事が参加されます。 

3. 5月10日㈯ ケービックホールにて職業奉仕・国際
奉仕・地域社会奉仕セミナーが開催されます 。
私と山形エレクト、髙森奉仕PJ委員長、早川幹事、
RAC3名で参加して参ります。

4. 5月15日㈭ 大間々高校にてキャリアセミナーが行
われます。皆さまへ、講師募集のご案内をお送りし
ており、本日が締切となります。ご協力いただける
方は、髙森奉仕プロジェクト委員長までご連絡をお
願いいたします。

5. 「令和７年  大船渡大規模山林火災被害支援金」
本日、森ガバナー事務所へ５万円を送金致しました
ことをご報告申し上げます。

6. 桐生西ＲＣ内特別会員及びクラブ細則第6条第2節に
基づいて導入された会費分納特別措置制度の申請が
4月15日から受け付けております。締め切りは5月15
日ですので申請を希望される方は早めにお願いいた
します。申請書は事務局にございます。

◇クラブ会報が到着しております
桐生RC 4/14
桐生赤城RC 4/15
栃尾RC 4/1、4/8、4/15

◇その他
・前橋南ＲＣより、創立40周年記念式典のお礼状が届い

ております。

・桐生市社会福祉協議会より「福祉ぐんま(№292)」が

届いております。

・家住会員より筍の差入れをいただきました。受付にご

ざいますのでお帰りの際にお持ちください。

・５月１～２日事務局が不在となります。緊急の場合は

早川幹事までご連絡をお願いいたします。

◆委員会報告

●クラブ運営委員会

◇出席報告     城越敦子出席担当

会員総数 ５０名

出席率対象者 ４９名、対象出席者 ４０名

出 席 率 ８１.６３％

●R財団・米山奨学委員会

◇ニコニコBOX   大屋昌太ニコニコＢＯＸ担当

荒木市長 卓話楽しみにしています 早川幹事
荒木市長のご来訪を歓迎します 近藤君
荒木市長 宜しくお願いします

前原君、坪井君、塚本君
青山豊君、堀江君、小林美香君

出席、久しぶりです！ 新木君

本日のメニュー

・まぐろソース丼
・鰆のホイル焼き
・中華サラダ
・味噌汁
・デザート（オレンジムース）

mailto:kiryu—ishi@rid2840.jp
http://www.rid2840.jp/kiryu-nishi
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桐生市 エアコン補助金が出ます 山形君

5/16㈮早朝検診結果を報告させて頂きます 野田君

◇R財団  松島共由Ｒ財団担当

荒木市長 今日はよろしくお願いいたします 山同会長
荒木市長 卓話楽しみにしています 早川幹事
荒木市長 卓話ありがとうございます

花房君、前原君、坪井君、塚本君
近藤君、乾君、青山豊君、小林美香君

出席、久しぶりです 新木君
みどり市 ＬＥＤ照明の補助金が出ます 山形君
寒暖差で体調を崩さない様にご自愛ください 野田君

◇米山奨学 青山桃子米山奨学担当

荒木市長 宜しくお願いします
前原君、坪井君、塚本君

青山豊君、大屋君、小林美香君
母の要望で万博日帰り強行軍をしました。

出発AM3:00→帰宅PM11:00 約22,000歩 歩きました
山形君

外 部 卓 話

--*---*---*---*---*---*---*---*---*---*---*---*---*---*---*--

『桐生市独自の
「子育て・教育環境」

を目指して』

桐生市長 荒木 恵司 様

本日は例会にお招きいただきまして大変ありがと
うございます。また、平素から会員の皆さま方には
ロータリーの崇高な精神の中で地域の発展の為にお
力頂いておりますことに厚く感謝を申し上げます。

さて、話に入る前に皆さん１番興味があるのが、
トランプ氏の相互関税の話かなと思います。１番最
初に出されたのが日本に対して24％。次に９０日間
の停止。それから話合いがスタートし、結局先行き
が分からない不安な状況かなと思っております。基
本的に実行したと言う事は、日本からアメリカに輸
出している自動車の金額が約６兆円に対し、アメリ
カから日本へえ約１５００億円。５兆８５００億円
の差があると！日本だけではなく、韓国やドイツに
おいてもアメリカの貿易赤字のいずれの要因は、自
動車産業あると言われる中で、アメリカ国内で自動
車を作ってくれよ！そうすることによって雇用が生
まれるし景気が良くなる。というのがそもそもの考
えだと思います。

桐生にも、自動車関係の業者が沢山ありますが、
特に隣のスバルさんに対する影響が非常に大きいと
思います。スバルさんも販売比率の約７０％がアメ
リカ。その内の約半分が日本で製造して輸出をして
いると言う事であり、少なからず大きな影響がある
と思っております。もしこのまま関税が行われれば、
アメリカもインフレや景気が低迷となり、最終的に
は世界経済が大混乱になると思っております。

桐生市も、そういう状況を危惧している中で、4月
28日に市内に店舗を置いている全ての金融機関の
方々を呼んで、現在の情報の共有化と今後の対策・
対応について話合いをもつ予定であります。もう既
に、それぞれの金融機関さんでは、経営相談や融資
の相談窓口を設けていただいております。石破首相
が“国難”と言うくらいの問題でありますので、しっ
かりと今後対応をしていきたいと思っています。

〇何で「桐生市の特色ある教育」なのか？趣旨は？
・「人口減少対策」の１つである。

桐生には他の都市には無いような魅力のある、ま
た特色のある教育を行っております。それを色々な
所に発信する事によって「教育移住」や「教育留
学」とかを目指して行きたいというのが、この取組
の肝であります。
・桐生にとって人口減少対策の大きな政策
「桐生でお店を開きたい」「起業したい」という方
に特化した移住定住に関するワンストップ窓口 「む
すびすむ桐生」を一昨年の８月１日に開設。自ら桐
生に移住してきた方に移住コーディネーターになっ
ていただきSNSでの発信、対面でのお話合いなど、
様々な取り組みを行っていただくことによって、こ
の３年間で市街地を中心に空き家・空き店舗を使っ
て企業された件数は５４件。まだまだ空き店舗はあ
るが、徐々に解消されている。さらにそれを牽引し
ているのが、末広町に２件ある『古着屋さん』。土
曜日曜になると、高崎や前橋の高校生が桐生に来て
買い物をしてくれる。また、本町に「森山商店さ
ん」というジーンズの製造を手掛ける会社が、昨年
桐生に移住してきてくれました。何年も先まで予約
が入っているそうです。

それぞれ特色のあるお店があり、行列が出来るお

店もある。また、本町１・２丁目天満宮地区の「重
要伝統的建造物群保存地区」の車道・歩道の石畳調
の整備が行われて、電線の地中化も図られ、やっと
沢山の方々が街歩きをしている姿が見受けられるよ
うになりました。そう言ったところを重視しながら、
１０年後２０年後、桐生市の人口が減っていくダウ
ンサイジングも視野に入れながら、元気のある桐生
の街を作って行きたい。

・デジタル人材の取組には、色々な方との連携・協力が大事
・特に、群馬大学理工学部の学生さんに講師をしていただい

ている
・東京にあるＩＳＩ学園（デジタル人材を育成する専門学

校）とも連携
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・桐生の６高校のうち、毎年１人づつＩＳＩ学園に推薦
で入っていただいている。

「 tsukurun kiryu (ツクルン キリュウ) 」は桐生駅北口の
保健福祉会館内に開設してありますので、ご覧なってい
ただければと思います。知り合いのお子様にも体験がて
ら来ていただければと思います。

・子ども達が、自ら考えて、自ら仕事をし、体験をしな
がら創る仮想の街。職業体験イベントの街。

・大人が入ってはいけない仕組みになっている。
・群馬県では桐生市のみ。

・群大理工学部のお兄さんや、おねいさんに直接プログラ
ミング体験などを教えてもらえるので、子どもの創造性
が高まる。

・理化好きの子ども達が増えている。将来的には、桐生で
学んだ子ども達が群馬大学工学部に入れるくらいの理化
好きを創って行きたい。

・商工会議所の方がメインで行っている「リノベーション
エキスポ」、桐生の新たな取組を小・中学生目線で桐生
に対する提言をしている取組も「未来創生塾」からス
タートしています。

・参加者から高評価である。桐生の特色ある教育として売
出したい。

・小学生の観光ガイドのスペシャリストを創ろうという
取組。“織都桐生” 案内人の会の方々に講師になっても
らい桐生の色々な所を案内してもらっております。

・子ども達に、桐生を知ってもらい、好きになってもら
い、郷土愛を育んで欲しい。

・観光客のリピーター ＝ 人に会いたい
観光スタイルが、案内をしてくれた人がその後どう

なっているかを見に来たいに変化している。

・群馬県内の日本遺産 １３か所
・桐生市にある日本遺産

①白瀧神社 ②旧模範工場桐生撚糸合資会社事務所棟
③桐生市桐生新町伝統的建造物保存地区 ④後藤織物
⑤織物参考館“紫”(ゆかり) ⑥桐生織物会館旧館

・小規模特認校：桐生市内に住んでいれば学区が関係な
く入ることができる。

・４・３・２制の実施。
・黒保根保育園も含めて、英語に特化した教育を。
・県外、市外からも教育移住者が増えている。
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< <  次 例 会 予 告 > >
５月２0日(火) 栃尾RCとの合同例会
５月２３日(金) 点鐘 １２：３０

日本料理 うおせん
外部卓話：みどり市長  須藤昭男 様

--*---*---*---*---*---*---*---*---*---*---*---*---*---*---*--

・日本最大の通信制高校。(桐生に来て行う必須授業もある）

・通信制高校 ＝ 不登校の子が通うところ ではない！
ドワンゴ学園は、本当に自分がやりたい事を学ぶための
学校。進学率も高く、就職も良い所に行っております。

・北関東では初めて桐生が行う事に。
(20組 約40名予定)

・受入保育園：らららこども園(桐生市東)
すぎの子幼稚園(新里町)

・桐生の古民家を使用し、親御様に宿泊してもらう。
・移住、定住に繋げたい。

〇その他
・球都桐生プロジェクト

野球を強みにして、全てのスポーツの底上げをして
いく。桐生の魅力を発信し、桐生の価値観を高めていく。
スポーツマンシップ精神(相手をたたえリスペクトする)
を取り入れる教育を行っていきたい。

・桐生武井西工業団地（新里地域）完売
・桐生武井東工業団地造成 令和９年～分譲開始予定
・水沼温泉付近、長期滞在型観光スポットを整備中

一部報道関係で、桐生を厳しく扱っているところも
ございますが、前向きに5年・10年後、将来を見据えた
中で、しっかりとあるべき誇れる桐生の姿というものを、
皆様のご意見、ご協力をいただきながら作り上げて行き
たいと思いますのでどうぞよろしくお願いいたします。

４月１８日 外 部 卓 話

-

「消防行政について」

桐生市消防本部

元消防長 石内 和久 様

阪神淡路(平成7年)が今年で30年です。私が30歳の時
です。「震度７」と言う初めての地震だと言われていま
す。気象庁によると、震度6と震度7では全然違うそう
です。桐生市でも東日本の時に震度6弱を観測しました
が、建物の倒壊は殆どありませんでした。

震度7というのは、震度6の数百倍のエネルギーだそ
うです。日本全国で起こりうる中で、なぜ阪神淡路の話
をさせてもらうかというと、消防で非常に転機になった
地震なんです。今は消防も全国組織として「緊急消防援
助隊」というのを耳にするようになりました。この緊急
消防支援隊は、全国的に大きな災害があった時に組織的
に応援に行きましょうという制度です。これの契機に
なったのが阪神淡路です。当時、緊急消防援助隊はあり
ませんでしたが、尋常な災害ではないということから、
国から直接群馬県に依頼がありました。群馬県から前
橋・高崎・桐生の３つの消防本部が依頼を受け救助隊が
行きました。1月17日に発災して、群馬県が依頼を受け
て群馬県を出発したのが1月20日。神戸に着くまでに17
時間かかりました。実際に活動出来たのが21～22日ご
ろです。

当初は、住民センターみたいなところを群馬県隊は宿
営地に。床がPタイルみたいなところです。冬
の寒いときに停電があったり、Ｐタイルの上に毛布をし
いてくるまって寝ます。寒くて寒くて寝られませんでし
た。余震も震度3とか4が常にきてる状況です。その後
神戸の大きな消防局の傘下に入って活動しました。我々
が行ったのは、1月17日から何日も経ってます。人の生
存の可能性は72時間って言われています。それを超え
て我々は応援に行くのですが、ほぼ救助できるところは
すべて救助しています。我々が行くところは、「3日前
まで声がしてた」というところです。２階建ての住宅に
４階建てのビルが覆いかぶさるように、屋上が真横に見
える位に倒壊していました。重機を使い、コンクリを剝
がし空いた穴の中を潜ってまず『布団』を探します。朝
５時台に起きた震災ですから、ほぼ寝ている時間だろう
と布団を探します。

当時、ケブラーで出来たナイフでも切れないという丈
夫な手袋をもらいました。穴の中に潜り、瓦礫を掻き出
しながら探してまた潜る作業を繰り返し。穴の開かない
はずの手袋に穴が開いたんです。最後は人の手で作業を
やる。救助隊になって初めてやりました。

その様な状況の中、群馬の救助隊員が作業を続け１週
間。神戸の職員はさらに長い期間続けました。その中に
は被災した人もいるし、家族が犠牲になった人もいるそ
うです。改めて我々の仕事はそういう仕事なんだなと思
い知りました。

その様な惨状があり、「緊急消防援助隊」ができまし
た。大船渡で大規模な山林火災がありました。群馬県に
も要請があり、桐生は１次隊～４次隊まで。約１５人づ
つ交代で２週間近く派遣しました。東日本大震災の時は
概ね１ヶ月近く派遣が続きました。

毎年災害が起きています。我々は何をするべきか。被
災した人達に手を差し伸べる事はなかなか出来ません。
災害があった時に、お互い助け合うという大事な心を
しっかりと持ち、日々過ごしたいなと思っております。

我々の仕事の一端でしたが、ご理解していただければ
幸いです。本日はありがとうございました。◇石内和久様のご紹介 早川幹事

・昭和63年4月1日 拝命（入職）
・平成22年4月1日 係長昇進
・平成30年4月1日 課長昇進（総務課長）
・令和 4年4月1日 消防長昇進（第15代消防長）
・令和 7年4月1日 役職定年により消防本部総務課
    に勤務
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